
４－１ ビジョンの進捗管理 関連資料 
 
   (1) 水道事業ガイドラインに基づく業務指標（PI）の推移 ・・・ １５３ 
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H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

デ
ー
タ

数
平
均
値

最
大
値

最
小
値

A
)　
安
全
で
良
質
な
水

運
営
管
理

１
）
水
質
管
理

A
1
0
1

平
均
残
留
塩
素
濃
度

（
m
g/
L
）

残
留
塩
素
濃
度
合
計
／
残
留

塩
素
測
定
回
数

給
水
栓
に
お
け
る
残
留
塩
素
濃
度
の
平
均
値
を
示
す
。

－
－

－
－

－
0
.5

3
0
.5

0
.8

0
.4

A
1
0
2

か
び
臭
物
質
濃
度
水
質

基
準
比
率
（
％
）

最
大
か
び
臭
物
質
濃
度
/
水

質
基
準
値
×
1
0
0

給
水
栓
に
お
け
る
２
種
類
の
カ
ビ
臭
物
質
濃
度
の
最
大
値
の
水

質
基
準
値
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。

低
－

－
－

－
4
0
.0

4
3
2
.5

5
0
.0

2
0
.0

A
1
0
3

総
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
濃
度

水
質
基
準
比
率
（
％
）

（
Σ
総
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
濃
度
/

給
水
栓
数
）
/
水
質
基
準
値
）

1
0
0

給
水
栓
に
お
け
る
総
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
濃
度
の
水
質
基
準
値
に

対
す
る
割
合
を
示
す
も
の
で
、
水
道
水
の
安
全
性
を
表
す
指
標

の
一
つ
。

低
－

－
－

－
4
0
.0

3
2
1
.6

2
4
.0

1
7
.8

A
1
0
4

有
機
物
(T
O
C
)濃
度
水

質
基
準
比
率
（
％
）

（
Σ
給
水
栓
の
有
機
物
濃
度
/

給
水
栓
数
）
/
水
質
基
準
値
×

1
0
0

給
水
栓
に
お
け
る
有
機
物
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）
濃
度
の
水
質
基
準
値
に
対

す
る
割
合
を
示
す
も
の
で
、
水
道
水
の
安
全
性
を
表
す
指
標
の

一
つ
。

低
－

－
－

－
3
2
.2

4
2
3
.4

3
1
.2

1
5
.5

A
1
0
5

重
金
属
濃
度
水
質
基
準

比
率
（
％
）

（
Σ
給
水
栓
の
当
該
重
金
属

濃
度
/
給
水
栓
数
）
/
水
質
基

準
値
×
1
0
0

給
水
栓
に
お
け
る
重
金
属
濃
度
の
水
質
基
準
値
に
対
す
る
割

合
を
示
す
も
の
で
、
水
道
水
の
安
全
性
を
表
す
指
標
の
一
つ
。

低
－

－
－

－
0
.0

4
0
.0

0
.0

0
.0

A
1
0
6

無
機
物
質
濃
度
水
質
基

準
比
率
（
％
）

（
Σ
給
水
栓
の
当
該
無
機
物

質
濃
度
/
給
水
栓
数
）
/
水
質

基
準
値
×
1
0
0

給
水
栓
に
お
け
る
無
機
物
質
濃
度
の
水
質
基
準
値
に
対
す
る

割
合
を
示
す
も
の
で
、
水
道
水
の
味
、
色
な
ど
正
常
を
表
す
指

標
の
一
つ
。

低
－

－
－

－
3
6
.7

4
2
1
.5

3
5
.0

6
.5

A
1
0
7

有
機
化
学
物
質
濃
度
水

質
基
準
比
（
％
）

（
Σ
給
水
栓
の
当
該
有
機
化

学
物
質
濃
度
/
給
水
栓
数
）
/

水
質
基
準
値
×
1
0
0

給
水
栓
に
お
け
る
有
機
化
学
物
質
濃
度
の
水
質
基
準
値
対
す

る
割
合
を
示
す
も
の
で
、
原
水
の
汚
染
状
況
及
び
水
道
水
の
安

全
性
を
表
す
指
標
の
一
つ
。

低
－

－
－

－
0
.0

4
0
.0

0
.0

0
.0

A
1
0
8

消
毒
副
生
成
物
濃
度
水

質
基
準
比
率
（
％
）

（
Σ
給
水
栓
の
当
該
消
毒
副

生
成
物
濃
度
/
給
水
栓
数
）
/

水
質
基
準
値
×
1
0
0

給
水
栓
に
お
け
る
消
毒
副
生
成
物
濃
度
の
水
質
基
準
値
に
対

す
る
割
合
を
示
す
も
の
で
、
原
水
の
汚
染
状
況
及
び
水
道
水
の

安
全
性
を
表
す
指
標
の
一
つ
。

低
－

－
－

－
3
4
.4

3
3
1
.1

3
7
.0

2
3
.1

A
1
0
9

農
薬
濃
度
水
質
管
理
目

標
比
（
％
）

m
ax
Σ
（
Ｘ
ij（
各
定
期
検
査
時

の
各
農
薬
濃
度
）
/
G
V
j（
各
農

薬
の
目
標
値
）
）

給
水
栓
に
お
け
る
各
農
薬
濃
度
と
水
質
管
理
目
標
値
と
の
比

の
合
計
を
示
す
も
の
で
、
水
源
の
汚
染
状
況
及
び
水
道
水
の

安
全
性
を
表
す
指
標
の
一
つ
。

低
－

－
－

－
0
.0

4
0
.0

0
.0

0
.0

２
）
施
設
管
理

A
2
0
1

原
水
水
質
監
視
度
（
項

目
）

原
水
水
質
監
視
項
目
数

原
水
で
何
項
目
を
調
査
し
て
い
る
か
を
示
す
。

高
7
7

7
7

7
8

7
8

7
8

7
1
3
4

1
8
6

6
3

業
　
務
　
指
　
標

目 標
分 類

区 分
番
号

算
　
定
　
式

実
　
績
　
（
過
去
５
カ
年
）

他
府
県
営
水
道
用
水
供
給
事
業
(H
2
7
)

業
務
指
標
の
解
説

望
ま
し
い

方
向

府
営
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂
に
当
た
っ
て
、
主
要
な
指
標
の
変
化
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
、
こ
う
し
た
指
標
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
目
標
指
標
・管

理
指
標
と
し
て
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

 
本
項
目
は
、
平
成

28
年

3月
に
改
正
さ
れ
た
水
道
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
業
務
指
標
に
準
拠
し
て
い
ま
す
。
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デ
ー

タ
数

平
均

値
最

大
値

最
小

値
業

　
務

　
指

　
標

目 標
分 類

区 分
番

号
算

　
定

　
式

実
　

績
　

（
過

去
５

カ
年

）
他

府
県

営
水

道
用

水
供

給
事

業
業

務
指

標
の

解
説

望
ま

し
い

方
向

３
）
事

故
災

害
対

策

水
源

の
水

質
事

故
数

（
件

）
年

間
水

源
水

質
事

故
件

数
年

間
の

水
源

の
有

害
物

質
（
油

・
化

学
物

質
の

流
出

な
ど

）
に

よ
る

水
質

汚
染

の
回

数
を

示
す

。
低

活
性

炭
投

入
率

（
％

）
（
年

間
活

性
炭

投
入

日
数

/
年

間
日

数
）
×

1
0
0

粉
末

活
性

炭
を

投
入

し
た

日
数

の
年

間
割

合
を

示
す

。
原

水
水

質
の

良
し

悪
し

の
指

標
で

も
あ

る
。

低

B
）
安

定
し

た
水

の
供

給

運
営

管
理

１
）
施

設
管

理

施
設

利
用

率
（
％

）
(一

日
平

均
給

水
量

/
一

日
給

水
能

力
)×

1
0
0

一
日

平
均

給
水

量
の

一
日

給
水

能
力

に
対

す
る

の
割

合
を

示
す

。
水

道
施

設
の

経
済

性
を

総
括

的
に

判
断

す
る

指
標

。
高

施
設

最
大

稼
働

率
（
％

）
(一

日
最

大
給

水
量

/
一

日
給

水
能

力
)×

1
0
0

一
日

最
大

給
水

量
の

一
日

給
水

能
力

に
対

す
る

の
割

合
を

示
す

。
水

道
事

業
の

施
設

効
率

を
判

断
す

る
指

標
の

一
つ

。
高

負
荷

率
（
％

）
(一

日
平

均
給

水
量

/
一

日
最

大
給

水
量

)×
1
0
0

一
日

平
均

給
水

量
の

一
日

最
大

給
水

量
に

対
す

る
割

合
を

示
。

水
道

事
業

の
施

設
効

率
を

判
断

す
る

指
標

の
一

つ
。

高

管
路

点
検

率
（
％

）
(点

検
し

た
管

路
延

長
 /

 管
路

延
長

) 
×

 1
0
0

管
路

延
長

に
対

す
る

１
年

間
で

点
検

し
た

管
路

延
長

の
割

合
を

示
す

も
の

で
、

管
路

の
健

全
性

確
保

に
対

す
る

執
行

度
合

い
を

表
す

指
標

の
一

つ
。

高

バ
ル

ブ
点

検
率

（
％

）
（
点

検
し

た
バ

ル
ブ

数
/
バ

ル
ブ

設
置

数
）
×

1
0
0

バ
ル

ブ
設

置
数

に
対

す
る

1
年

間
に

点
検

し
た

バ
ル

ブ
数

の
割

合
を

示
す

も
の

で
、

管
路

の
健

全
性

確
保

に
対

す
る

執
行

度
合

い
を

表
す

指
標

の
一

つ
。

高
－

－
－

－

漏
水

率
（
％

）
(年

間
漏

水
量

 /
 年

間
配

水
量

) 
×

 1
0
0

年
間

配
水

量
に

対
す

る
漏

水
量

の
割

合
を

示
す

も
の

で
、

事
業

効
率

を
表

す
指

標
の

一
つ

。
低

△
 0

.2

有
効

率
（
％

）
（
年

間
有

効
水

量
/
年

間
配

水
量

）
×

1
0
0

年
間

配
水

量
に

対
す

る
年

間
有

効
水

量
の

割
合

を
示

す
も

の
で

、
事

業
効

率
を

表
す

指
標

の
一

つ
。

高
－

－
－

－

有
収

率
（
％

）
(有

収
水

量
/
給

水
量

)×
1
0
0

年
間

の
配

水
量

に
対

す
る

有
収

水
量

の
割

合
を

示
す

も
の

で
、

水
道

施
設

を
通

し
て

供
給

さ
れ

る
水

量
が

、
ど

の
程

度
収

益
に

つ
な

が
っ

て
い

る
か

を
表

す
指

標
の

一
つ

。
高

配
水

池
貯

留
能

力
（
日

）
配

水
池

有
効

容
量

/
一

日
平

均
配

水
量

一
日

平
均

配
水

量
に

対
す

る
配

水
池

有
効

容
量

の
割

合
を

示
す

も
の

で
、

給
水

に
対

す
る

安
定

性
を

表
す

指
標

の
一

つ
－

設
備

点
検

実
施

率
（
％

）
（
点

検
機

器
数

/
機

械
・
電

気
・

計
装

機
器

の
合

計
数

）
×

1
0
0

機
械

・
電

気
・
計

装
機

器
の

合
計

数
に

対
す

る
点

検
機

器
数

の
割

合
を

示
す

物
で

、
設

備
の

健
全

性
確

保
に

対
す

る
点

検
割

合
を

表
す

指
標

の
一

つ
高

－
－

－
－

２
）
事

故
災

害
対

策

浄
水

場
事

故
割

合
（
件

/
1
0
年

間
・
箇

所
）

 1
0
年

間
の

浄
水

場
停

止
事

故
件

数
 /

 浄
水

場
数

直
近

1
0
年

間
に

浄
水

場
が

事
故

で
停

止
し

た
件

数
を

一
浄

水
場

当
た

り
の

割
合

と
し

て
示

す
も

の
で

あ
り

、
施

設
の

信
頼

性
を

表
す

指
標

の
一

つ
。

低
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H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

デ
ー

タ
数

平
均

値
最

大
値

最
小

値

B
2
0
4

管
路

の
事

故
割

合
（
件

/
1
0
0
km

）
管

路
の

事
故

件
数

 /
（
 管

路
総

延
長

/
 1

0
0
)

1
年

間
に

お
け

る
導

・
送

・
配

水
管

路
の

事
故

件
数

を
延

長
1
0
0
km

当
た

り
の

件
数

に
換

算
し

た
も

の
で

あ
り

、
管

路
の

健
全

性
を

表
す

指
標

の
ひ

と
つ

。
低

1
.2

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

8
0
.7

2
.2

0

B
2
0
5

基
幹

管
路

の
事

故
割

合
（
件

/
1
0
0
km

）
(基

幹
管

路
の

事
故

件
数

/
基

幹
管

路
延

長
)×

1
0
0

年
間

の
幹

線
管

路
の

事
故

（
破

裂
・
抜

け
出

し
・
漏

水
な

ど
）
が

幹
線

管
路

総
延

長
1
0
0
km

当
た

り
何

件
あ

る
か

を
示

す
。

低
1
.2

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

7
7
.2

4
1
.7

0
.1

B
2
0
6

鉄
製

管
路

の
事

故
割

合
（
件

/
1
0
0
km

）
鉄

製
管

路
の

事
故

件
数

 /
（
鉄

製
管

路
総

延
長

/
1
0
0
）

鉄
製

管
路

で
発

生
し

た
年

間
の

事
故

件
数

の
鉄

製
管

路
延

長
1
0
0
km

に
対

す
る

事
故

件
数

を
示

す
。

低
1
.2

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
0
.9

2
.2

0

B
2
0
7

非
鉄

製
管

路
の

事
故

割
合

（
件

/
1
0
0
km

）
非

鉄
製

管
路

の
事

故
件

数
 /

（
非

鉄
製

管
路

総
延

長
/
1
0
0
）

非
鉄

製
管

路
で

起
き

た
年

間
の

事
故

件
数

の
非

鉄
製

管
路

延
長

1
0
0
km

に
対

す
る

事
故

件
数

を
示

す
。

低
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
0
.4

2
.1

0

B
2
1
0

災
害

対
策

訓
練

実
施

回
数

（
回

/
年

）
年

間
の

災
害

対
策

訓
練

実
施

回
数

1
年

間
に

災
害

対
策

訓
練

を
実

施
し

た
回

数
を

示
す

も
の

で
、

自
然

災
害

に
対

す
る

危
機

対
応

性
を

表
す

指
標

の
一

つ
。

高
－

－
－

－
2

4
2
6

6
3

1

３
）
環

境
対

策

B
3
0
1

配
水

量
1
m

3
当

た
り

電
力

消
費

量
（
kW

h
/
m

3
）

全
施

設
の

電
力

使
用

量
 /

 年
間

配
水

量

取
水

か
ら

給
水

栓
ま

で
1
m

3
の

水
を

送
水

す
る

ま
で

に
要

し
た

電
力

消
費

量
を

示
す

。
多

く
は

送
水

・
配

水
の

た
め

の
電

力
量

で
、

地
形

的
条

件
に

左
右

さ
れ

る
。

低
0
.2

1
0
.2

2
0
.2

2
0
.2

2
0
.2

3
8

0
.3

9
1
.0

4
0
.0

6

B
3
0
2

配
水

量
1
m

3
当

た
り

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
（
M

J
/
m

3
）

全
施

設
で

の
総

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

 /
 年

間
配

水
量

取
水

か
ら

給
水

栓
ま

で
1
m

3
の

水
を

送
水

す
る

ま
で

に
要

し
た

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

を
示

す
。

多
く
は

送
水

・
配

水
の

た
め

の
電

力
量

で
、

地
形

的
条

件
に

左
右

さ
れ

る
。

低
0
.7

6
0
.7

8
0
.7

9
0
.8

0
0
.8

2
8

1
.5

6
3
.7

7
0
.2

B
3
0
３

配
水

量
1
m

3
当

た
り

二
酸

化
炭

素
(C

O
2
)排

出
量

（
g・

C
O

2
/
m

3
）

[総
二

酸
化

炭
素

（
C

O
2
）
排

出

量
 /

 年
間

配
水

量
] 

×
 1

0
6

配
水

し
た

水
1
m

3
当

た
り

水
道

事
業

と
し

て
何

gの
二

酸
化

炭
素

を
排

出
し

た
か

示
す

。
低

9
5

9
7

1
1
5

1
1
6

1
1
9

6
2
9
6

8
3
6

8
7

B
3
0
4

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
率

（
％

）

(再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
の

電
力

使
用

量
 /

 全
施

設
の

電
力

使
用

量
) 
×

 1
0
0

水
道

事
業

の
中

で
行

っ
て

い
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

使
用

量
の

全
施

設
で

使
用

し
て

い
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

に
対

す
る

割
合

を
示

す
。

コ
ス

ト
・
停

電
対

策
と

も
関

係
が

深
い

。
高

3
.4

6
3
.9

1
4
.0

9
5
.1

9
3
.3

2
7

9
.0

0
4
3

0
.1

6

B
3
0
5

浄
水

発
生

土
の

有
効

利
用

率
（
％

）
(有

効
利

用
土

量
 /

 浄
水

発
生

土
量

) 
×

 1
0
0

浄
水

場
で

発
生

す
る

土
を

埋
め

立
て

な
ど

廃
棄

処
分

せ
ず

、
培

養
土

等
に

利
用

し
て

い
る

量
の

全
発

生
土

量
に

対
す

る
割

合
を

示
す

。
高

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

8
8
5
.6

1
1
1
.3

6
.7

B
3
0
6

建
設

副
産

物
の

リ
サ

イ
ク

ル
率

（
％

）

(リ
サ

イ
ク

ル
さ

れ
た

建
設

副
産

物
量

 /
 建

設
副

産
物

排
出

量
) 
×

 1
0
0

水
道

工
事

で
発

生
す

る
土

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
な

ど
を

廃
棄

処
分

せ
ず

、
再

利
用

し
て

い
る

量
の

全
建

設
副

産
物

量
に

対
す

る
割

合
を

示
す

。
高

3
3
.6

5
0
.9

7
0
.5

2
5
.8

6
4
.6

8
6
6
.3

1
0
0

0

施
設

整
備

４
）
施

設
管

理

B
4
0
1

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

・
鋼

管
率

（
％

）

[(
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
延

長
 ＋

鋼
管

延
長

) 
/
 管

路
総

延
長

]
×

 1
0
0

鉄
製

の
水

道
管

で
あ

る
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
と

鋼
管

の
延

長
の

水
道

管
総

延
長

に
対

す
る

割
合

を
示

す
。

一
般

に
鉄

製
水

道
管

は
信

頼
性

が
高

い
と

さ
れ

て
い

る
。

高
1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

9
9
.9

8
9
7
.8

1
0
0

8
5
.1

B
4
0
2

管
路

の
新

設
率

（
％

）
(新

設
管

路
延

長
/
管

路
総

延
長

)×
1
0
0

年
間

で
新

設
し

た
管

路
延

長
の

総
延

長
に

対
す

る
割

合
を

示
す

。
－

0
.0

0
1
.1

9
0
.0

0
0
.0

0
0
.1

1
8

0
.3

3
2
.6

0
0

業
　

務
　

指
　

標
目 標

分 類
区 分

番
号

算
　

定
　

式
実

　
績

　
（
過

去
５

カ
年

）
他

府
県

営
水

道
用

水
供

給
事

業
(H

2
7
)

業
務

指
標

の
解

説
望

ま
し

い
方

向

※
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H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

デ
ー
タ

数
平
均
値

最
大
値

最
小
値

５
）
施
設
更
新

B
5
0
1

経
年
化
浄
水
施
設
率

（
％
）

(法
定
耐
用
年
数
を
超
え
た
浄

水
施
設
能
力
/
全
浄
水
施
設

能
力
)×
1
0
0

法
定
の
耐
用
年
数
を
超
え
た
浄
水
施
設
能
力
の
全
浄
水
施
設

能
力
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
こ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
古
い
施

設
が
多
い
こ
と
に
な
る
が
、
使
用
の
可
否
を
示
す
も
の
で
は
な

い
。

低
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

8
0

0
0

B
5
0
2

法
定
耐
用
年
数
超
過
設

備
率
（
％
）

(法
定
耐
用
年
数
を
超
え
て
い

る
電
気
・
機
械
設
備
な
ど
の
合

計
数
/
電
気
・
機
械
設
備
の
総

数
)×
1
0
0

法
定
の
耐
用
年
数
を
超
え
た
電
気
・
機
械
設
備
数
の
電
気
・
機

械
設
備
の
総
数
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
こ
の
値
が
大
き
い
ほ

ど
古
い
設
備
が
多
い
こ
と
に
な
る
が
、
使
用
の
可
否
を
示
す
も

の
で
は
な
い
。

低
4
6
.7

4
6
.0

4
6
.6

4
2
.8

3
7
.6

8
5
5
.8

7
0
.9

3
7
.1

B
5
0
3

経
年
化
管
路
率
（
％
）

(法
定
耐
用
年
数
を
超
え
た
管

路
延
長
/
管
路
総
延
長
)×

1
0
0

法
定
の
耐
用
年
数
を
超
え
た
管
路
延
長
の
総
延
長
に
対
す
る

割
合
を
示
す
。
こ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
古
い
管
路
が
多
い
こ
と

に
な
る
が
、
使
用
の
可
否
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

低
1
7
.4

1
7
.2

1
7
.0

1
7
.0

1
7
.0

7
2
2
.8

4
7
.1

0

B
5
0
4

管
路
の
更
新
率
（
％
）

(更
新
さ
れ
た
管
路
延
長
/
管

路
総
延
長
)×
1
0
0

年
間
で
更
新
し
た
管
路
延
長
の
総
延
長
に
対
す
る
割
合
を
示

す
。
こ
の
値
の
逆
数
が
管
路
を
す
べ
て
更
新
す
る
の
に
必
要
な

年
数
を
示
す
。

高
0
.2
3

0
.1
1

0
.0
0

0
.0
0

0
.1
1

8
0
.1
3

0
.4
3

0

B
6
0
2

浄
水
施
設
耐
震
率
（
％
）

(耐
震
対
策
の
施
さ
れ
て
い
る

浄
水
施
設
能
力
/
全
浄
水
施

設
能
力
)×
1
0
0

全
浄
水
施
設
能
力
に
対
す
る
耐
震
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
浄

水
施
設
能
力
の
割
合
を
示
す
。

高
7
2
.3

7
2
.3

7
2
.3

7
2
.3

1
0
0
.0

7
3
3
.2

1
0
0

0

B
6
0
3

ポ
ン
プ
所
の
耐
震
化
率

（
％
）

(耐
震
対
策
の
施
さ
れ
て
い
る

ポ
ン
プ
所
能
力
/
全
ポ
ン
プ
所

能
力
)×
1
0
0

ポ
ン
プ
施
設
の
う
ち
高
度
な
耐
震
化
が
な
さ
れ
て
い
る
施
設
能

力
の
全
ポ
ン
プ
施
設
能
力
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。

高
1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

7
6
2
.9

1
0
0

1
8
.2

B
6
0
4

配
水
池
耐
震
施
設
率

（
％
）

(耐
震
対
策
の
施
さ
れ
て
い
る

配
水
池
容
量
/
配
水
池
総
容

量
)×
1
0
0

配
水
池
の
う
ち
高
度
な
耐
震
化
が
な
さ
れ
て
い
る
施
設
容
量
の

全
配
水
池
容
量
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。

高
6
8
.4

6
8
.4

6
8
.4

8
4
.2

1
0
0
.0

6
8
6
.8

1
0
0

6
8
.5

B
6
0
5

管
路
の
耐
震
化
率
（
％
）

(耐
震
管
延
長
/
管
路
総
延
長
)

×
1
0
0

多
く
の
管
路
の
う
ち
耐
震
性
の
あ
る
材
質
と
継
手
に
よ
り
構
成
さ

れ
た
管
路
延
長
の
総
延
長
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。

高
4
3
.1

4
4
.1

4
4
.2

4
4
.2

4
4
.3

8
5
1
.1

7
9
.9

2
2
.3

B
6
0
6

基
幹
管
路
の
耐
震
管
率

（
％
）

（
基
幹
管
路
の
う
ち
耐
震
管
延

長
/
基
幹
管
路
延
長
）
×
1
0
0

基
幹
管
路
の
延
長
に
対
す
る
耐
震
管
の
延
長
の
割
合
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
地
震
災
害
に
対
す
る
基
幹
管
路
の
安
全
性
、
信

頼
性
を
表
す
指
標
の
一
つ
。

高
4
3
.1

4
4
.1

4
4
.2

4
4
.2

4
4
.4

4
6
3
.0

7
9
.9

4
0
.1

B
6
0
6

-
2

基
幹
管
路
の
耐
震
適
合

率
（
％
）

（
基
幹
管
路
の
う
ち
耐
震
適
合

性
の
あ
る
管
路
延
長
/
基
幹

管
路
延
長
）
×
1
0
0

基
幹
管
路
の
延
長
に
対
す
る
耐
震
適
合
性
の
あ
る
管
路
延
長

の
割
合
を
示
す
も
の
で
、
B
6
0
6
（
基
幹
管
路
の
耐
震
管
率
）
を

補
足
す
る
指
標
。

高
－

－
－

－
5
3
.9

4
7
7
.2

8
7
.8

6
4
.6

B
6
0
8

停
電
時
配
水
量
確
保
率

（
％
）

（
全
施
設
停
電
時
に
確
保
で
き

る
配
水
能
力
/
一
日
平
均
配

水
量

一
日
平
均
配
水
量
に
対
す
る
全
施
設
が
停
電
し
た
場
合
に
確

保
で
き
る
配
水
能
力
の
割
合
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
災
害
時
・
広

域
停
電
時
に
お
け
る
危
機
対
応
性
を
表
す
指
標
の
一
つ
。

高
－

－
－

－
1
0
9
.7

4
6
7
.4

1
1
9
.5

0

B
6
0
9

薬
品
備
蓄
日
数
（
日
）

平
均
薬
品
貯
蔵
量
/
一
日
平

均
使
用
量

浄
水
場
で
使
う
薬
品
が
一
日
平
均
使
用
量
に
対
し
て
何
日
分

貯
蔵
し
て
い
る
か
を
示
す
。
薬
品
の
劣
化
が
な
い
範
囲
で
余
裕

を
持
つ
こ
と
が
よ
い
。

－
2
9
.0

3
4
.4

3
4
.4

3
3
.2

3
4
.0

7
3
6
.0

7
4
.7

2
0
.5

B
6
1
0

燃
料
備
蓄
日
数
（
日
）

平
均
燃
料
貯
蔵
量
/
一
日
燃

料
使
用
量

浄
水
場
な
ど
で
使
う
主
と
し
て
発
電
用
の
燃
料
が
一
日
平
均
使

用
量
に
対
し
て
何
日
分
貯
蔵
し
て
い
る
か
を
示
す
。
燃
料
の
劣

化
が
な
い
範
囲
で
余
裕
を
持
つ
こ
と
が
よ
い
。

－
0
.4

0
.4

0
.4

0
.8

0
.8

6
1
.1

1
.8

0
.6

C
）
健
全
な
事
業
管
理

財
務

１
）
健
全
経
営

業
　
務
　
指
　
標

目 標
分 類

区 分
番
号

算
　
定
　
式

実
　
績
　
（
過
去
５
カ
年
）

他
府
県
営
水
道
用
水
供
給
事
業
(H
2
7
)

業
務
指
標
の
解
説

望
ま
し
い

方
向

※
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H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

デ
ー
タ

数
平
均
値

最
大
値

最
小
値

C
1
0
1

営
業
収
支
比
率
（
％
）

(営
業
収
益
－
受
託
工
事
収

益
）
/
（
営
業
費
用
-
受
託
工
事

費
）
×
1
0
0

営
業
収
益
の
営
業
費
用
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
収
益
的
収

支
が
最
終
的
に
黒
字
で
あ
る
た
め
に
は
、
1
0
0
%
を
一
定
程
度
上

回
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

高
1
1
9
.5

1
1
6
.4

1
1
6
.0

1
0
2
.5

1
0
5
.1

4
1
1
5
.5

1
2
6
.3

1
0
8
.9

C
1
0
2

経
常
収
支
比
率
（
％
）

[(
営
業
収
益
＋
営
業
外
収

益
)/
(営
業
費
用
＋
営
業
外
費

用
)]
×
1
0
0

経
常
収
益
の
経
常
費
用
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
1
0
0
%
以
上

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

高
9
8
.1

9
6
.8

1
0
8
.2

9
7
.9

1
0
1
.3

9
1
2
0
.0

1
3
9
.1

1
0
2
.6

C
1
0
3

総
収
支
比
率
（
％
）

(総
収
益
/
総
費
用
)×
1
0
0

総
収
益
の
総
費
用
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
1
0
0
%
以
上
で
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

高
9
8
.1

9
6
.8

9
0
.6

9
7
.9

1
0
1
.3

1
0

1
1
2
.6

1
5
1
.3

4
7
.2

C
1
0
4

累
積
欠
損
金
比
率
（
％
）

[累
積
欠
損
金
/
(営
業
収
益
－

受
託
工
事
収
益
)]
×
1
0
0

累
積
欠
損
金
の
受
託
工
事
収
益
を
除
い
た
営
業
収
益
に
対
す

る
割
合
を
示
す
。
累
積
欠
損
金
と
は
、
営
業
活
動
の
結
果
生
じ

た
欠
損
金
が
当
該
年
度
で
処
理
で
き
ず
に
、
複
数
年
度
に
わ

た
っ
て
累
積
し
た
も
の
で
あ
る
。
0
%
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

低
5
.8

9
.3

1
9
.1

2
3
.1

2
0
.9

8
0

0
0

C
1
0
5

繰
入
金
比
率
（
収
益
的

収
支
分
）
（
％
）

(損
益
勘
定
繰
入
金
/
収
益
的

収
入
)×
1
0
0

損
益
勘
定
繰
入
金
の
収
益
的
収
入
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。

水
道
事
業
の
経
営
状
況
の
健
全
性
、
効
率
性
を
示
す
指
標
の

一
つ
。
低
い
方
が
独
立
採
算
制
の
原
則
に
則
っ
て
い
る
と
い
え

る
。

低
2
.5

2
.3

1
.9

1
.8

1
.5

8
0
.5

1
.5

0

C
1
0
6

繰
入
金
比
率
（
資
本
的

収
入
分
）
（
％
）

(資
本
勘
定
繰
入
金
/
資
本
的

収
入
)×
1
0
0

資
本
的
勘
定
繰
入
金
の
資
本
的
収
入
に
対
す
る
割
合
を
示

す
。
水
道
事
業
の
経
営
状
況
の
健
全
性
、
効
率
性
を
示
す
指
標

の
一
つ
。
低
い
方
が
独
立
採
算
制
の
原
則
に
則
っ
て
い
る
と
い

え
る
。

低
3
6
.4

3
5
.0

4
0
.6

1
8
.5

2
1
.9

8
1
8
.1

5
3
.6

0

C
1
0
7

職
員
一
人
当
た
り
給
水

収
益
（
千
円
/
人
）

(給
水
収
益
/
損
益
勘
定
所
属

職
員
数
)/
1
,0
0
0

損
益
勘
定
所
属
職
員
一
人
当
た
り
の
生
産
性
に
つ
い
て
、
給
水

収
益
を
基
準
と
し
て
把
握
す
る
た
め
の
指
標
。

高
9
0
,8
4
2

9
3
,2
5
9

9
1
,2
4
8

8
2
,1
2
4

8
6
,6
9
5

8
1
4
8
,9
0
4
2
4
1
,5
8
0
6
8
,7
2
6

C
1
0
8

給
水
収
益
に
対
す
る
職

員
給
与
費
の
割
合
（
％
）

(職
員
給
与
費
/
給
水
収
益
)×

1
0
0

職
員
給
与
費
の
給
水
収
益
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
水
道
事

業
の
効
率
性
を
分
析
す
る
た
め
の
指
標
の
一
つ
。

低
8
.9

8
.6

1
0
.0

1
0
.5

1
2
.2

9
8
.1

1
4
.3

3
.3

C
1
0
9

給
水
収
益
に
対
す
る
企

業
債
利
息
の
割
合
（
％
）

(企
業
債
利
息
/
給
水
収
益
)×

1
0
0

企
業
債
利
息
の
給
水
収
益
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
水
道
事

業
の
効
率
性
及
び
財
務
安
全
性
を
分
析
す
る
た
め
の
指
標
の

一
つ
。

低
1
2
.8

1
2
.2

1
2
.3

1
2
.6

1
1
.3

9
6
.9

1
1

2
.3

C
1
1
0

給
水
収
益
に
対
す
る
減

価
償
却
費
の
割
合
（
％
）

(減
価
償
却
費
/
給
水
収
益
)×

1
0
0

減
価
償
却
費
の
給
水
収
益
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
水
道
事

業
の
効
率
性
を
分
析
す
る
た
め
の
指
標
の
一
つ
。

低
4
2
.1

4
1
.5

5
4
.4

5
8
.4

5
7
.6

8
5
5
.0

9
7
.2

3
9
.7

C
1
1
1

給
水
収
益
に
対
す
る
企

業
債
償
還
金
の
割
合

（
％
）

(企
業
債
償
還
金
/
給
水
収
益
)

×
1
0
0

企
業
債
償
還
金
の
給
水
収
益
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
企
業

債
償
還
金
が
経
営
に
与
え
る
影
響
を
分
析
す
る
た
め
の
指
標
。

低
2
7
.6

2
9
.2

3
6
.0

4
1
.5

4
2
.4

9
3
0
.6

5
9
.5

6
.6

C
1
1
2

給
水
収
益
に
対
す
る
企

業
債
残
高
の
割
合
（
％
）

(企
業
債
残
高
/
給
水
収
益
)×

1
0
0

企
業
債
残
高
の
給
水
収
益
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
企
業
債

残
高
の
規
模
と
経
営
へ
の
影
響
を
分
析
す
る
た
め
の
指
標
。

低
5
4
4
.7

5
3
7
.6

5
1
8
.9

5
8
8
.0

5
6
4
.0

8
2
9
4
.4

4
5
1
.7

1
1
8
.6

C
1
1
3

料
金
回
収
率
（
給
水
に
か

か
る
費
用
の
う
ち
水
道
料

金
で
回
収
す
る
割
合
）

（
％
）

(供
給
単
価
/
給
水
原
価
)×

1
0
0

供
給
単
価
の
給
水
原
価
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
水
道
事
業

の
経
営
状
況
の
健
全
性
を
示
す
指
標
の
一
つ
。
1
0
0
%
を
下
回
っ

て
い
る
場
合
、
給
水
に
係
る
費
用
が
料
金
収
入
以
外
の
収
入
で

賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

高
9
5
.0

9
4
.1

1
0
6
.2

9
5
.3

9
9
.3

8
1
1
7
.3

1
3
0
.2

1
0
3
.4

C
1
1
4

供
給
単
価
（
円
/
m
3
）

給
水
収
益
/
有
収
水
量

有
収
水
量
1
m
3
当
た
り
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
の
収
益
を
得
て
い

る
か
を
示
す
。
低
額
で
あ
る
方
が
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら

は
望
ま
し
い
が
、
水
道
事
業
の
事
業
環
境
に
は
大
き
な
差
が
あ

る
た
め
、
単
純
に
金
額
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

低
1
1
7
.0

1
2
2
.0

1
2
1
.6

1
0
9
.5

1
1
2
.9

8
9
2
.2

1
4
5
.3

4
4
.4

業
　
務
　
指
　
標

目 標
分 類

区 分
番
号

算
　
定
　
式

実
　
績
　
（
過
去
５
カ
年
）

他
府
県
営
水
道
用
水
供
給
事
業
(H
2
7
)

業
務
指
標
の
解
説

望
ま
し
い

方
向
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H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

デ
ー

タ
数

平
均

値
最

大
値

最
小

値
算

　
定

　
式

実
　

績
　

（
過

去
５

カ
年

）
他

府
県

営
水

道
用

水
供

給
事

業
(H

2
7
)

業
務

指
標

の
解

説
望

ま
し

い
方

向
業

　
務

　
指

　
標

目 標
分 類

区 分
番

号

C
1
1
5

給
水

原
価

（
円

/
m
3
）

[経
常

費
用

－
(受

託
工

事
費

＋
材

料
及

び
不

用
品

売
却

原
価

＋
附

帯
事

業
費

＋
長

期
前

受
金

戻
入

)]
/
有

収
水

量

有
収

水
量

1
m

3
当

た
り

に
つ

い
て

、
ど

れ
だ

け
の

費
用

が
か

か
っ

て
い

る
の

か
を

示
す

。
給

水
原

価
は

水
源

・
原

水
水

質
な

ど
水

道
事

業
環

境
に

影
響

を
受

け
る

た
め

、
給

水
原

価
の

水
準

だ
け

で
は

、
経

営
の

優
劣

を
判

断
す

る
こ

と
は

難
し

い
。

低
1
2
3
.1

1
2
9
.7

1
1
4
.4

1
1
4
.8

1
1
3
.7

4
7
6
.6

1
1
0

5
6
.5

C
1
1
8

流
動

比
率

（
％

）
(流

動
資

産
/
流

動
負

債
)×

1
0
0

流
動

資
産

の
流

動
負

債
に

対
す

る
割

合
を

示
す

。
民

間
企

業
の

経
営

分
析

で
も

使
用

さ
れ

る
指

標
で

、
水

道
事

業
の

財
務

安
全

性
を

み
る

指
標

。
1
0
0
%
以

上
で

、
よ

り
高

い
方

が
安

全
性

が
高

い
。

高
5
7
0
.4

3
5
3
.1

1
0
4
.4

8
8
.9

7
5
.1

1
0

4
2
0
.9

1
4
5
3
.2

9
1
.5

C
1
1
9

自
己

資
本

構
成

比
率

（
％

）

[(
資

本
金

＋
剰

余
金

＋
評

価
差

額
な

ど
＋

繰
延

収
益

)/
負

債
・
資

本
合

計
]×

1
0
0

自
己

資
本

金
と

剰
余

金
の

合
計

額
の

負
債

・
資

本
合

計
額

に
対

す
る

割
合

を
示

す
。

財
務

の
健

全
性

を
示

す
指

標
の

一
つ

。
高

い
方

が
財

務
的

に
安

全
と

い
え

る
。

高
5
6
.9

5
7
.6

4
2
.8

4
3
.2

5
8
.2

4
6
7
.6

7
0
.1

6
2
.9

C
1
2
0

固
定

比
率

（
％

）
[固

定
資

産
/
(自

己
資

本
金

＋
剰

余
金

＋
評

価
差

額
な

ど
＋

繰
延

収
益

)]
×

1
0
0

固
定

資
産

の
自

己
資

本
金

と
剰

余
金

の
合

計
額

に
対

す
る

割
合

を
示

す
。

自
己

資
本

が
ど

の
程

度
固

定
資

産
に

投
下

さ
れ

て
い

る
か

を
見

る
指

標
。

1
0
0
%
以

下
で

あ
れ

ば
、

固
定

資
本

へ
の

投
資

が
自

己
資

本
の

枠
内

に
収

ま
っ

て
い

る
こ

と
に

な
り

、
財

務
面

で
安

定
的

と
い

え
る

。

低
1
6
6
.8

1
6
3
.8

2
2
1
.2

2
1
8
.2

1
6
4
.2

4
1
2
9
.9

1
4
6
.4

1
0
6
.1

C
1
2
1

企
業

債
償

還
元

金
対

減
価

償
却

費
比

率
（
％

）
(企

業
債

償
還

元
金

/
当

年
度

減
価

償
却

費
)×

1
0
0

企
業

債
償

還
元

金
の

当
年

度
減

価
償

却
費

に
対

す
る

割
合

を
示

す
。

投
下

資
本

の
回

収
と

再
投

資
と

の
間

の
バ

ラ
ン

ス
を

見
る

指
標

。
1
0
0
%
を

超
え

る
と

再
投

資
を

行
う

に
当

た
っ

て
企

業
債

等
の

外
部

資
金

に
頼

る
こ

と
に

な
る

た
め

、
1
0
0
%
以

下
で

あ
る

と
財

務
的

に
安

全
と

い
え

る
。

低
6
5
.6

7
0
.3

6
6
.2

7
1
.1

7
3
.7

8
7
0
.7

1
5
4
.3

1
6
.5

C
1
2
2

固
定

資
産

回
転

率
（
％

）
(営

業
収

益
－

受
託

工
事

収
益

)/
[(

期
首

固
定

資
産

＋
期

末
固

定
資

産
)/

2
]

受
託

工
事

収
益

を
除

い
た

営
業

収
益

の
年

度
平

均
の

固
定

資
産

額
に

対
す

る
割

合
を

回
数

で
示

す
。

固
定

資
産

が
期

間
中

に
営

業
収

益
に

よ
っ

て
何

回
回

収
さ

れ
た

か
を

示
す

も
の

で
あ

り
、

固
定

資
産

の
活

用
の

状
況

を
見

る
た

め
の

指
標

。

高
0
.0

5
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

6
7

0
.0

8
0
.1

1
6

0
.0

4

C
1
2
3

固
定

資
産

使
用

効
率

（
％

）
(給

水
量

/
有

形
固

定
資

産
)×

1
0
0
0
0

給
水

量
の

有
形

固
定

資
産

に
対

す
る

値
（
m

3
/
1
0
0
0
0
円

）
。

大
き

い
ほ

ど
施

設
が

効
率

的
で

あ
る

こ
と

を
意

味
す

る
。

高
7
.0

6
.6

7
.9

8
.1

8
.1

8
1
3
.8

2
7
.7

5
.1

組
織

・
人

材

２
）
人

材
育

成

C
2
0
1

水
道

技
術

に
関

す
る

資
格

取
得

度
（
件

/
人

）
職

員
が

取
得

し
て

い
る

法
定

資
格

数
 /

 全
職

員
数

職
員

1
人

当
た

り
持

っ
て

い
る

法
定

資
格

の
件

数
を

示
す

。
職

務
と

し
て

必
要

な
資

格
を

取
る

こ
と

に
よ

り
職

員
の

資
質

の
向

上
を

図
る

。
高

1
.6

9
1
.5

4
1
.5

8
1
.6

2
1
.4

3
4
.4

9
5
.5

6
3
.6

C
2
0
2

外
部

研
修

時
間

（
時

間
）

(職
員

が
外

部
研

修
を

受
け

た
時

間
×

人
数

) 
/
 全

職
員

数

職
員

1
人

当
た

り
の

外
部

研
修

を
受

け
た

時
間

数
を

示
す

。
職

務
に

関
す

る
外

部
研

修
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

職
員

の
資

質
の

向
上

を
図

る
。

高
1
3
.7

1
7
.7

8
.5

1
5
.0

1
6
.0

6
1
2
.8

1
9
.2

7
.3

C
2
0
3

内
部

研
修

時
間

（
時

間
）

(職
員

が
内

部
研

修
を

受
け

た
時

間
×

人
数

) 
/
 全

職
員

数

職
員

1
人

当
た

り
の

内
部

研
修

を
受

け
た

時
間

数
を

示
す

。
職

務
に

関
す

る
内

部
研

修
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

職
員

の
資

質
の

向
上

を
図

る
。

高
1
0
.6

6
.4

5
.3

5
.0

5
.0

6
1
3
.0

3
0
.3

2
.3

C
2
0
4

技
術

職
員

率
（
％

）
(技

術
職

員
総

数
 /

 全
職

員
数

) 
×

 1
0
0

技
術

職
員

総
数

の
全

職
員

数
に

対
す

る
割

合
を

示
す

。
技

術
的

業
務

の
直

営
維

持
が

難
し

く
な

っ
て

き
て

い
る

現
状

と
関

係
が

深
い

。
－

7
6
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Administrator
画像



H24 H25 H26 H27 H28

府独自項目

　a)　各受水市町の状況

宇治市 71.6 69.5 70.5 69.9 70.7

城陽市 16.2 14.9 14.4 14.4 15.0

八幡市 55.5 55.6 56.6 59.8 58.2

久御山町 61.2 59.3 58.6 55.8 52.5

京田辺市 34.4 34.7 35.6 39.9 40.0

木津川市（旧木津町） 98.9 70.6 69.7 70.2 70.1

精華町 44.2 45.2 45.8 48.7 49.8

向日市 38.7 40.0 41.4 42.9 42.6

長岡京市 47.6 48.8 51.4 56.6 57.6

大山崎町 50.1 51.3 50.5 50.3 50.8

宇治市 69.1 66.4 66.0 64.3 65.2

城陽市 26.8 24.4 23.1 22.6 23.4

八幡市 60.1 59.5 59.1 61.9 60.1

久御山町 44.5 43.5 42.0 39.5 37.8

京田辺市 57.9 57.4 59.2 67.9 68.5

木津川市（旧木津町） 123.1 89.7 91.9 91.5 92.5

精華町 41.9 42.5 43.6 46.0 47.1

向日市 50.5 50.4 50.3 51.8 51.6

長岡京市 49.6 50.4 51.2 56.1 57.5

大山崎町 34.0 36.2 36.0 32.8 32.1

宇治市 79.0 75.8 75.3 71.8 71.6

城陽市 55.6 57.5 46.9 49.1 55.2

八幡市 74.6 76.3 75.8 73.0 73.1

久御山町 64.6 77.2 62.0 62.5 62.3

京田辺市 76.8 77.0 72.3 79.7 84.2

木津川市（旧木津町） 139.6 107.3 105.4 108.6 105.3

精華町 54.9 51.5 51.3 54.9 55.0

向日市 76.1 97.2 97.1 96.9 96.4

長岡京市 66.4 67.8 65.6 69.5 70.0

大山崎町 55.2 47.8 50.9 54.6 43.1

府営水日平均受水量
/建設負担水量

独自
建設負担水量に対す
る府営水量（最大ベー

ス）（％）

府営水日最大受水量
/建設負担水量

分類 番号 管理指標

独自
建設負担水量に対す
る府営水量（平均ベー

ス）（％）

独自 府営水の受水割合
府営水受水量
/各市の給水量

受水市町

実　績　（過去５カ年）

算　定　式
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H24 H25 H26 H27 H28

府独自項目

　a)　各受水市町の状況

宇治市 65.8 65.2 63.9 62.8 62.8

城陽市 54.7 54.3 53.1 52.0 53.0

八幡市 65.6 64.8 63.2 62.7 65.1

久御山町 50.3 50.7 49.5 48.9 51.0

京田辺市 72.2 70.8 71.3 73.0 77.1

木津川市（旧木津町） 86.3 88.1 91.5 90.4 91.5

精華町 62.5 62.2 62.8 62.5 62.6

向日市 62.0 59.9 57.8 57.4 56.8

長岡京市 67.7 67.1 64.7 64.4 65.0

大山崎町 32.2 33.5 33.9 31.0 30.0

宇治市 73.2 72.6 69.7 68.3 68.1

城陽市 64.3 63.2 60.6 60.2 61.6

八幡市 75.8 73.3 71.3 71.2 74.8

久御山町 62.6 63.9 60.8 63.7 68.0

京田辺市 82.2 81.4 79.8 81.2 86.5

木津川市（旧木津町） 143.6 145.6 144.2 144.4 100.4

精華町 75.0 72.2 72.0 85.4 72.7

向日市 69.3 67.3 63.0 63.0 64.0

長岡京市 77.4 78.4 72.8 71.8 72.6

大山崎町 37.1 41.4 37.3 37.3 33.1

分類 番号 管理指標 算　定　式 受水市町
実　績　（過去５カ年）

独自
一日平均給水量
/（自己水施設能力
＋建設負担水量）

施設利用率（％）

独自 施設最大稼働率（％）
一日最大給水量
/（自己水施設能力
＋建設負担水量）

※ 府独自項目については、府営水道と受水市町の施設全体の適正な規模や配置について検討を進めるための指標として例示しており、 
 この他に各施設の耐震化率等も把握しています。 
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